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C 141　　 ダ イコ ン の 煮 熟 軟 化 に 及 ぼ す各 種 塩 類 の 彩 響　Ｉ　ペ クチ ン の 溶 出 と 軟 化 の 関 係

岡 山県 立 短 大　 ○ 渕 上 倫 子、 中 国 短 大　 佐 々木 敦 子、 山 陽 学 園 短 大　 産 本 敦 子。

広 島 大　 学 校 教 育　 田 村 咲 江、 広島 女 学 院 大 短 大　 奥田 弘 枝

【 目 的 】　Na ゛,   K゛,   Ca= *、M ≪‘̂,    Fe^･ 、A □・の 塩 化 物 を 煮 汁 に 添 加 し た場 合 の 野 菜 の 煮

熟 軟 化 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て、 塩 類 濃度、 煮 汁 のP   H、 ペ ク チン 質 の 溶 出 等 か ら 検 討 し た。

【 方 法 】　 青 首 系 ダ イ コ ン の 中 央 部 か ら 円 盤（ φ2  . 1   cm×ｌ em) を 切 り だ し、 蒸 留 水 ま た

はO ･､2f1のNaCI.  KCI.  CaCU,  CaSOi.  MkCIs.  MkSOi ，FeCI.,  AICI3 溶 液lOOOml 中 で１回 に６

個 煮 熟し、15 分 後 に3 個、30 分 後 に残 り3 個 を と り 出し た 後、 中 央 部 を 直 径1    enの 抜 き 型 で

抜 き と り、 厚 み を２等 分 し て 外 部、 お よ び 内 部（ 中 心 部 ） よ り カ ード メ- タ ーで 破断 力 を 測

定し た。 直 ち に 内 外 部 に2 等 分し、 原 子吸 光 法で 無 機 質 を 定 量 し た。 他 に 円 盤（φ1    c囃×

５ iniii）5gを 用 い、 各 種 塩 類 溶 液10 llllを 入 れ98  ℃ に し た共 栓 試 験 管 に 加 え、 沸 騰 湯 煎中 で15

分 加 熱 後 急 冷し た も の で、 煮 汁 のPH、 溶 出 ペ ク チ ン 量 お よび ダ イ コ ン の 破 断 力 を 測 定し た。

【 結果 】　 水 煮 に 比 ぺ てCaCl2,       AlCI 3 ,    FeCl 2を 添 加 し たも の で は 煮 汁 のpH が 低く、 破

断 力 が 大 で、 塩 濃 度 が 増 す に 従 って か た く な っ た。 一 方、KCI,     NaCI で は、 水 煮 より 柔 ら か

くヽ 塩 類 濃 度が 増 す に 従 っ て よ り 軟 化 し た。CaC  l2は 濃 度 が 増 すに 従 って 煮 汁 のPH が 減 少 し、

（CH3C00 ）2Ca は 逆 に 増 加し た。 そ し て 煮 熟後 のダ イコ ン の か たさ へ の 影 響 はCa= の゙ 量 よ り 煮

汁 のpH の ほ う が 大で あ･つ た。 煮 汁（0.2M 塩 類 溶 液 ） 中 へ の ペ クチ ン 質 の 溶 出 量 は　KCl  ,

NaCI が 水 煮 よ り 多 く、CaCl^,     AlCIa,     FeCIa は 少 な か っ た。 こ れ ら の 結 果 よりKCI  ,NaCI な ど

の １ 価 陽 イ オン は ペ クチ ン 質､の 溶 出 を 促 進 す る た め、 水 煮 の 場 合 よ り 軟 化 し や す く、 ２ 価

お よび ３ 価 陽 イ オ ン の 塩 化 物 は ペ ク チ ン の 溶 出 を 抑 制 す る た め、 こ れら の 塩 化 物 を 煮 汁 に

添 加し た 場 合 煮 熟 軟 化 し に く く か た さ を 雛 持 す るも のと 考 え ら れ る。
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野 菜 の 煮 熟 に よ る 軟 化 が 細 胞 壁 の 構 造変 化 に よ る も の で あ るこ と は す で に 報 告 し

本 研 究 で は 各 種 塩 化 物 を 単 独 ま たは 併 用し て 調 製 し た　0 .2M 溶 液 で ダ イ コ ン 片 を

煮 熟 後 の 硬 さ に 及ぼ す 塩 化 物 の 影 響 を し ら べ る と と も に、 細 胞 壁 の 構 造 に 及 ぼ す

れ ら の 影 響 を 知 る た め に、 急 速 凍 結 ・ 割断 ・ デ ィ ープ エ ッ チ ン グ・ レ プ リ カ 法 に よ り ダ

コ ン の 木 部 柔 組 織 の 細 胞 壁 を 透 過 電 子 顕 微 鏡 で 観 察し た。

方 法　 青首 ダ イコ ン を 用 い、 前 報 と 同 様 の 部 位 か ら 直 径　2. lcni厚 さ　lcm の 円 盤 を 切 り 出

水 及 び0.2M の　NaCl,  KCI,  MgCIs,  CaCIa,  AICI3　 溶 液 で15 分 と30 分 煮 熟 し、 内 部 と 外

面 部 の 硬さ を レ オ メ ー タ　NRM －2002J で 測 定 し た。 外 表 面 部 から　1 .5111111角 を 切 り 出 し、 液

ヘ リ ウ ム で 急 速m 結、-125 ℃ で 割 断.    -95 ℃ で デ ィ ―プ エ ッ チ ン グ を 施 し た後　白 金レ ブ

カ を 作 製し、 透 過 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し た。 厚 さ１μ ｍの エ ポ キシ 樹 脂 包 埋 切 片 を ト ル イジ

ブ ル ― で 染 色 し た 試 料 の 光 学 顕 微鏡 観 察も 行 っ た。

結 果　 ダ イコ ン 片 は 水 煮 に よ っ て も 軟 化 す る が、0  .2Mの　NaC1  ,    KC1 ,    MgC1z 液 で 煮 熟 す

と さ ら に 硬さ が 低 下し、CaCI2  ,   A 1Cl 3煮 熟 で は 水 煮 よ り 硬さ が 大 と な っ た。 試 料 の 硬さ

大 に す る よう に 働 く 作 用 は、KCl ≒NaC  1 ＜MgC  1 2 ＜CaC  1 2　で あ っ た。NaCl  , KCl  , MgCl2 煮

で は 細 胞 壁 の 中 層 が 分 離 す るば か り で な く、 第 一 次壁 の セ ルa  ― ス ミ ク ロ フ ィブ リ ル 間

結 着 性 が著 し く 低 下 す る た め に 細 胞 壁 の 強 度 が 低 下 し、 そ の 結 果 軟 化 し た と い え る。
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煮 熟で は セ ルロ ー スミ ク ロ フ ィブ リ ル 間 の 結 着性 が 増 大し 第 一 次 壁 を 強固 にし た。

煮 熟で は 中 層 部 に 微 細 な 穎 粒 や 繊 維 状 構 造 が 形 成 さ れ 軟化 し に く い 構 造と な っ た。


